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新年のご挨拶
要信義会長・後藤茂之厚生労働
大臣などから新年のご挨拶で
す。　

２０２１年１０月２４日・２５日、としま区民センターにおいて
第１６回全国大会ｉｎ東京と創立７０周年記念式典を開催しました。

全国大会ｉｎ東京・創立70周年記念式典 開催

中国四国・近畿・
東海北陸ブロック会議

全国３つのブロックでＷｅｂ会議
が開催されました。　

シンポジウム
「世界が注目する
  鍼灸＆漢方」
漢方・鍼灸・知的財産の分野か
ら専門家をお招きし開催しまし
た。　

全国師会長会議

東京都内の会場とＷｅｂとのハ
イブリッド形式で開催しました。
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謹 賀 新 年

　会員の皆様、明けましておめでとうございます。令和
２年初頭以来の新型コロナウイルス感染症の影響でなか
なか計画していた事業ができない状態が続いてまいりま
したが、令和３年末より状況が好転し感染者数が減少し
てまいりました。まだオミクロン株の懸念はありますが、
この原稿を書いている１２月１３日時点では世界に比べ日
本は感染防止に成功しているようです。要因ははっきり
とは解らないようですが、やはり日本人の生活習慣が大
きく影響しているのではないでしょうか。令和４年はこの
調子で、日本鍼灸師会にとっても会員の皆様にとっても
良い年となるように願っています。ただ専門家はこの冬
の第６波に警鐘を鳴らしており、我々としても今までの
院内での感染対策は継続することが必要です。
　令和４年２月には、新会館の引き渡しも完了し内装工
事を行う段取りになっています。会員の皆様のお手元に
この新報が届くころには業者選定も終わり、内装工事の
段取りも決まっているものと思います。また、新会館取
得の税務上の処理や行政上の諸手続き等複雑な処理を、
事務局・法人管理・会計事務所・顧問弁護士の皆様に
お願いし遺漏のないよう取り進めています。一階賃貸部
分は各方面に募集をしていますので、良い結果がご報告
できることを期待しています。

　年が明け令和４年度の計画予算立てが必要ですが、こ
れまで新型コロナウイルス蔓延防止のため行えなかった
事業も、感染症が収束すれば行わなければなりません。
６月１２日予定の代議員総会、まだ日程は決定していま
せんが全国師会長会議、そして１２月３日・４日の日本鍼
灸師会全国大会 in 愛知では、皆様と直接会えることを
期待しています。
　またＩＣＤ１１伝統医学の病態モジュール１における経脈
病症のデータ収集は喫緊の課題となります。日本鍼灸
師会はＪＬＯＭ（日本東洋医学サミット会議）のメンバー
として、電子カルテの標準化に向けた会議に南副会長を
委員として推薦し協力することにしています。
　電子カルテの標準仕様が決定し、標準仕様に基づい
た電子カルテができましたら、会員の皆様方には経脈病
症のデータ収集にご協力をお願いすることとなります。
電子カルテが完成するのは早くても２年ほど先になると
思いますが、マイナンバーカードの保険証機能付加や療
養費申請の電子化等、そう遠くない将来、鍼灸におい
ても電子化は必須になってきます。将来を見据え早い段
階で電子カルテを使いＩＴ環境に慣れておくことも、今後
の鍼灸の発展には重要と考えます。ＩＴ化の波は鍼灸に
も確実に訪れ、その進化は加速度的になると予想されま
す。若い世代の鍼灸師（法律では、はり師、きゅう師で
すが）には既に対応する力量がありますが、高齢の鍼灸
師が対応できるように日本鍼灸師会としても支援する必
要があります。
　生活環境や社会制度が変わるなかで、我々鍼灸師が鍼
灸を生業として生活できる社会を目指し、年頭のご挨拶
といたします。

公益社団法人 日本鍼灸師会

会長 要　　信義
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年 頭 所 感
厚生労働大臣

衆議院議員　後藤 茂之

はじめに 
　令和４年の新春を迎え、心よりお慶び申し上げます。
本年も何とぞよろしくお願い申し上げます。 
　厚生労働大臣に就任し、三か月が経ちました。この
間、国民の皆様の安全・安心の確保に万全を期すべく
努力してまいりました。引き続き、私自身が先頭に立
ち、厚生労働省一体となって様々な課題に全力で取り
組んでまいります。 

感染症対策等
　喫緊の課題は新型コロナウイルス感染症の対策で
す。国民の皆様の命と健康を守るため、引き続き最優
先で対応してまいります。 
　直近の感染状況は、一昨年の夏以降で最も低い水準
が続いている一方で、人から人への感染はなお継続し
ています。また、新たな変異株（オミクロン株）につ
いては、現時点ではウイルスの性状に関する疫学的な
情報は限られており、国内外の発生状況の推移などに
注視が必要です。 
　このオミクロン株対策については、重点的に水際措
置を講じることに加え、全ての陽性者に対する変異株
ＰＣＲスクリーニングの実施など、国内対策の強化を
行っています。引き続き、臨床、疫学及びウイルス学
的な情報を収集・分析するなど適切に対応してまいり
ます。 
　基本的な感染予防策としては、オミクロン株であっ
ても従来株と同じです。国民の皆様には、三密の回避、
特に会話時のマスクの着用、手洗いなどの徹底が推奨
されておりますので、引き続き、ご協力をお願いいた
します。 
　昨年１１月には「次の感染拡大に向けた安心確保の
取組の全体像」を決定しました。これに基づき、ワク
チン、検査、治療薬等の普及による予防、発見から早
期治療までの流れをさらに強化するとともに、最悪の
事態を想定して、次の感染拡大に備えてまいります。 
　具体的にはまず、保健・医療提供体制の確保として、
各都道府県に計画を策定していただき、昨年夏に比べ
て約３割、１万人増の約３. ７万人が入院できる体制
を確保しました。 
　また、自宅・宿泊療養者への対応として、保健所の
体制強化に加え、全国で、のべ約３. ４万の地域の医
療機関等と連携してオンライン診療・往診、訪問看護

等を行えるようにし、全ての自宅・宿泊療養者に陽性
判明当日ないし翌日に連絡をとり、健康観察や診療を
実施できる体制を構築しています。 
　検査については、ワクチン・検査パッケージや無料
検査の拡充など、検査を受けやすい環境の整備を図る
とともに、抗原検査キットの家庭等における活用を促
進し、更なる検査体制の強化に取り組んでまいります。 
　加えて、今後の切り札となる経口薬については、昨
年末に「モルヌピラビル」が初めて薬事承認され、た
だちに、医療現場にお届けを開始しています。合計で
これまでに約１６０万回分を確保しており、入院に加
えて、外来・往診まで、様々な場面で使用できるよう、
万全を期してまいります。 
　新型コロナワクチンについては、昨年１２月から追
加接種を開始しており、１回目・２回目の接種に引き
続き、地方自治体や医療従事者の皆様のご協力をいた
だきながら、希望する全ての方への円滑な接種に万全
を期してまいります。 
　こうした取組により、感染拡大が生じても、国民の
命と健康を損なう事態を回避することが可能となり、
感染リスクを引き下げながら経済社会活動の継続を可
能とする新たな日常の実現を図ってまいります。 
　そして、これまでの対応を徹底的に検証しつつ、病
床や医療人材の確保を国や自治体が迅速に行えるよう
にするための仕組みなど、平時から感染症有事に備え
る取組について、より実効性のある対策を講じるため
の法的措置を速やかに検討してまいります。 
　併せて、感染症対策とともに、国民の皆様の雇用・
暮らしを支えていくことが必要です。雇用保険制度に
ついては、雇用を支える重要なセーフティネットであ
り、その安定的な運営の確保を図るための法案を次期
通常国会に提出する予定です。また、生活に困窮され
る方に対して、緊急小口資金等の特例貸付や住居確保
給付金、生活困窮者自立支援金等による支援を行って
まいります。 

災害への対応等 
　近年、記録的な大雨による甚大な被害が全国各地で
発生しております。改めまして亡くなられた方々のご
冥福をお祈りするとともに、被災された皆様にお見舞
い申し上げます。相次ぐ自然災害から国民生活を守れ
るよう、「防災・減災・国土強靱化のための五か年加
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速化対策」として、重点的かつ集中的に医療・福祉・
水道施設等の強靱化に取り組みます。 
　また、東日本大震災からの復興に向け、私自身も復
興大臣であるとの強い意識の下、被災者の心のケア、
医療・介護提供体制の整備、雇用対策などに全力で取
り組みます。 

新しい資本主義の実現と全世代型社会保障制
度の構築
　昨年秋に、「成長と分配の好循環」と「コロナ後の
新しい社会の開拓」をコンセプトとした新しい資本主
義を実現していくための「新しい資本主義実現会議」
と、全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築す
る観点から、社会保障全般の総合的な検討を行うため
の「全世代型社会保障構築会議」が発足しました。 
　厚生労働省としては、こうした会議での議論も踏ま
え、成長と分配の好循環の実現のため、二つのボトル
ネックの解消に注力してまいります。 
　一つ目は、持続的な賃金上昇に向けて、労働生産性
と労働分配率の一層の向上を図ることです。これに向
け、新しい就業構造を踏まえた「人への投資」や、賃
上げしやすい環境整備等の雇用政策に注力してまいり
ます。 
　二つ目は、賃金上昇を消費拡大につなげることです。
これに向け、社会保障の機能強化を図っていくととも
に、看護、介護、保育など現場で働く方々の賃上げを
行ってまいります。 
　社会保障政策・雇用政策は、成長と分配の好循環の
創出に貢献するものであり、新しい資本主義を実現す
る上で不可欠です。厚生労働省としても、新しい資本
主義の実現に向けて、引き続き、しっかりと取り組ん
でまいります。 

働き方改革の推進、「人への投資」の強化、多
様な就労・社会参加の促進等 
　働き方改革関連法については、その円滑な施行等に
努めてまいります。また、最低賃金については、関係
省庁との連携のもと生産性向上等に取り組む中小企業
への支援強化や下請け取引の適正化などの環境づくり
を推進しつつ、地域間格差にも配慮しながら、より早
期に全国加重平均１, ０００円を目指します。 
　「人への投資」については、民間のご意見を具体的
な支援内容に反映する、３年間で４, ０００億円規模
の施策パッケージとして、一定期間・一定の規模で
強力に取り組みます。これにより、デジタルなど成長
分野を支える人材育成、非正規雇用労働者のステップ
アップ、正規雇用への転換の促進、成長分野などへの
労働移動の円滑化支援等の実現を図ってまいります。 
　あわせて、ニーズに対応した職業訓練やキャリアコ
ンサルティングの推進に向け、職業能力開発促進法の
改正を検討するとともに、企業における学び・学び直
しの促進に向けた「リカレントガイドライン（仮称）」

の策定など必要な措置を講じてまいります。 
　加えて、多様化する雇用仲介業が労働市場において
的確に機能するための新たなルールを整備します。あ
わせて、女性・若者・高齢者・障害者等の就労支援等
に取り組んでまいります。 
　また、改正女性活躍推進法や改正育児・介護休業法
の施行等を通じ、女性をはじめとする多様な労働者が
その能力を十分に発揮して活躍できる就業環境の整備
に取り組みます。さらに、労働者協同組合法の円滑な
施行に向けても取り組んでまいります。 

地域医療体制の整備、診療報酬改定等 
　新型コロナウイルス感染症対応の中で、わが国の医療
制度をめぐる課題が浮き彫りになりました。また、団塊
の世代全員が７５歳以上となる２０２５年が迫る中、そ
の先の医療提供体制の姿を描いていくことも重要な課題
です。このため、今後の新興感染症の対応も想定しなが
ら、２０２４年度からスタートする第８次医療計画の策
定に向けた検討を本格化させてまいります。 
　医療体制の確保のためには、医師の働き方改革も重
要です。２０２４年からの医師の時間外労働上限規制
の施行に向けて、丁寧に準備を進めます。 
　また、本年４月に予定されている診療報酬改定を通
じて、新型コロナウイルス感染症等にも対応できる医
療提供体制の構築、医師等の働き方改革等の推進、安
心・安全で質の高い医療の実現、効率化・適正化を通
じた制度の安定性・持続可能性の向上等を図ります。 

子ども・子育て支援 
　児童虐待に関する相談対応件数が年々増加する状況等
を踏まえ、全ての子育て世帯に対して適切な支援を行う
ため、母子保健と児童福祉における支援を一体的に行う
相談機関の整備、子育て世帯への家庭環境の支援を行う
事業の創設、一時保護の適切な実施に係る環境の整備、
社会的養育の質の向上、児童へわいせつ行為を行った保
育士の資格管理の厳格化等を内容とする改正法案を本年
の通常国会へ提出することを目指します。 
　また、こどもの最善の利益を第一に考え、こどもに
関する取組・政策を我が国の真ん中に据えた社会を目
指すための新たな行政組織の創設に向けて、政府全体
として取り組んでまいります。 
　さらに、待機児童解消に向けた保育や放課後児童ク
ラブの受け皿確保、産後ケア支援等に取り組みます。 

　そのほか、社会経済の変化に対応しつつ、厚生労働
省に対する要請に適時・的確に応えることができるよ
う、医薬品・医療機器施策、年金制度改革、難病対策、
社会福祉、援護施策等、山積する課題に果断に取り組
んでまいります。 

　おわりに、本年が、国民の皆様お一人おひとりにとっ
て、実り多き素晴らしい一年となりますよう心よりお祈
り申し上げ、年頭に当たっての私の挨拶といたします。 
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　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　日本鍼灸師会の要会長はじめ会員の皆様には、鍼灸
の進歩発展とその医学的研究の推進に努められ、鍼灸
師の資質の向上等に大きく貢献されてきたことに、心
から敬意を表します。
　また、今般の新型コロナウイルス感染症の状況下に
おいても、社会生活を維持するうえで必要な施設とし
て、感染予防対策を講じながら施術を継続し、国民の
健康の保持増進に尽力されていることに、深く感謝申
し上げます。
　我が国の医療については、高齢化が進む中にあって
も公平性を担保し、一定以上の質を達成した点で世界
的にも高く評価されています。高齢化が一層進展する
中で、この保健医療システムを保持・発展させるた
め、さらに効果的・効率的な医療提供を進めていくな

ど、継続的な努力を怠ってはならないと考えます。
　具体的には、伝統医療の位置づけをさらに強化して
いく必要があり、鍼灸や漢方等の伝統医療について、
さらに研究が進められ、統計的な調査のもとに有効
性・安全性等が検討され、その成果が国民に還元され
ることが重要であると考えています。
　こうした中で、貴会が鍼灸師の資質向上、鍼灸の研
究推進等に積極的な取組みを進められ、鍼灸師の皆様
が質の高い施術を患者に提供し、国民の健康を守って
いかれますことを期待しております。
　最後になりましたが、鍼灸師の皆様方が、引き続き
国民の信頼と期待にお応えいただけるようお願い申し
上げるとともに、貴会の益々のご発展と皆様方のご健
康・ご活躍を心から祈念しまして、新年のご挨拶に代
えさせていただきます。

新年のご挨拶
鍼灸マッサージを考える国会議員の会

会長　衛藤 晟一

第１7 回 公益社団法人 日本鍼灸師会

全国大会 in 愛知
　鍼灸において病の根源的治療を考えるならば、患者の人格から生活環境（社会環境・自然環境）、人間関係な
ど多方面からその原因を探っていくことが重要だと思います。現代のストレス社会におけるさまざまな病気に対し、
必要不可欠な診方ではないでしょうか。
　今回は、講師の一人に総合診療科の医師を予定しています。総合診療科の視点は、我々東洋医学の全体観と
とても似ています。「ヒトを診る」という観点について、西洋医学と東洋医学の共通点や違いなどを考えてみたい
と思います。

会　期

大会テーマ

開催方式

会　場

令和４年12月3日（土）・4日（日）

「ヒトを診るー東洋医学の全体観」

会場参加・Ｗｅｂ視聴によるハイブリッド方式

ウインクあいち

※上記内容は本号発行時の予定であり、変更の可能性もあります。詳しい内容は、今後、日本鍼灸新報、日鍼会ホームページ、
メールマガジン、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎsｔａｇｒａm等で発信してまいります。

（愛知県名古屋市中村区名駅４丁目４－３８）

 主　　　催　公益社団法人 日本鍼灸師会　  　主　　　管　公益社団法人 日本鍼灸師会　東海北陸ブロック
 担　　　当　一般社団法人 愛知県鍼灸師会  　支援事業者　西鉄旅行株式会社 　　
 大会事務局　第１７回公益社団法人日本鍼灸師会全国大会事務局
　　　　　　 〒４５１－0063　愛知県名古屋市西区押切２－２－５　一般社団法人愛知県鍼灸師会事務局 内
　　　　　　 ☎０５２－９０８－０１２３
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　明けましておめでとうございます。皆様におかれまし
ては、健やかに新年をお迎えになられたこととお慶び申
し上げます。
　年頭のごあいさつに先立ち、この年末年始も新型コロ
ナウイルス感染症の診断や治療、ワクチン接種はもとよ
り、救急診療や休日診療など、医療現場でご尽力いただ
いている全ての医療従事者の皆様に、心からの敬意と感
謝を申し上げたいと思います。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症への対応に終始し
た一年でした。１月８日には、関東一都三県に緊急事態
宣言が発令され、その後の一年を暗示するかのような
年明けとなりました。やがて、ワクチンの接種が始ま
り、治療薬の治験が進み始めると、医療者として、この
ウイルスと闘うための有力な手段が得られることへの期
待が高まってきました。そして夏を迎え、ワクチン接種
が本格化すると、全国の医師会員の先生方にその底力を
みごとに発揮いただき、ほどなくして政府が示す「１日
１００万回接種」の目標をはるかに超える最大１６７万
回の接種を達成することができました。これは全国の医
師会の偉業だと考えています。
　しかし、昨年の夏には全国で爆発的な感染拡大が起こ
りました。特に大都市では、医療提供体制が逼迫し、私
が死守すべきと考えていた新型コロナ医療とコロナ以外
の通常医療の両立が危うくなりました。どちらの医療も
命の重さに変わりはありませんが、通常医療を制限して
でもコロナ医療を、そしてコロナ病床を確保せよという
論調も社会に拡がり始めました。
　世界一平等で公平な日本の公的医療保険制度は風前の
灯火かのようでした。私は、１７万３千人の会員の先生
方に直接手紙を差し上げました。既に、他職種の医療従
事者の皆さんと限界までコロナと闘っているのは承知の
うえでしたが、どうか、もうひと踏ん張りのご協力をお
願いしたいとの切実な思いからでした。手紙に対してさ
まざまな反応がありましたが、多くの先生方と危機感を
共有し、絶対に負けない、諦めないという連帯感を強く
感じることができました。
　この間にも先生方には、コロナ医療、ワクチン接種、
通常医療に献身的に取り組んでいただきました。そして
１１月に入り、猛威を振るった新型コロナの感染者数が
減少に転じ、１２月には「収束」と言える状況になりま
した。全国の医師会の先生方と世界的にみても高い公衆
衛生意識をもっている日本の全ての人々の勝利だと確信
しました。　しかし、「終息」したわけではありません。

敵はしたたかです。年末には新たな変異株も発見されま
した。まだまだ闘いは続きます。がんばりましょう。
　昨年１０月には岸田内閣が発足しました。日本医師会
は医療界を代表する専門家集団として、これまで以上に
現政権と共に今後の医療政策のあり方について胸襟を開
いて議論し合える関係を築いていこうと思っています。
日本医師会の主張に応え、都道府県医療計画の「５疾病・
５事業」に新興感染症等への対策が加えられ、６番目の
事業になりました。次の医療計画は２０２４年からです
が、これを前倒しして進めていくことが重要です。すな
わち、新型コロナウイルス感染症の再拡大だけでなく、
新たな感染症の脅威にさらされた場合においても、人々
の生命と健康を確実に守ることのできる体制を平時から
盤石にしておくことが急務です。感染症に対する医療の
備えを十分に整えたうえで人々の暮らしを取り戻し、社
会全体の経済を回復していくことが、今後一貫して目指
すべき重要な課題です。日本医師会はこの課題の克服に
向けて、会員の先生方のお力をお借りして、国と共に全
力で取り組み、かけがえのない地域医療を守り支えてい
く所存です。
　さて、私ども執行部は、国民皆保険を守るため、新型
コロナウイルス感染症下であろうとも安心・安全な医療
の維持、確保に努めています。私は、平時の医療提供体
制の余力こそが有事の際の対応力に直結すると訴え続け
てきました。平時の地域医療を支えるためには、財源の
確保は絶対です。ましてや今は、新型コロナウイルス感
染症に立ち向かっています。医療従事者の働き方や医療
機関経営を犠牲にしてでも、感染リスクや風評にも耐え
闘ってきました。必ず迎えるポストコロナの医療提供体
制への道筋をつけなければなりません。医師を始めとす
る医療従事者の働き方改革、医師偏在対策、病床機能の
自主的な収れん、外来医療機能の分化・連携、医療のデ
ジタル化等、多くの重要課題が山積しています。日本の
医療を将来につなぎ更に向上させるため、これらの課題
を一つひとつ着実に、そして前向きに乗り越えます。
　今、私達は、新型コロナウイルス感染症との闘いとい
う長いトンネルの中にあります。しかし、新たな変異ウ
イルスや感染再拡大に対する備えを緩めることなく、ト
ンネルを駆け抜け、まさに希望あふれる記念すべき年と
なることを願っています。新しい年が皆様お一人おひと
りにとって充実したよき年となりますことを祈念申し上
げ、年頭に当たってのごあいさつといたします。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

年 頭 所 感
公益社団法人 日本医師会

会長　中川 俊男
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公益社団法人 東洋療法学校協会

会長　清水 尚道

新年のご挨拶

あけましておめでとうございます。本年もよろし
くお願い申し上げます。
先生方には、新カリキュラム導入に伴い臨床実習

指導者講習会を受講していただき、指導者として学校
外での臨床教育にご参画を賜りありがとうございま
す。ベテランの先生方に学生をご指導いただき、誠に
感謝しております。おかげさまで、今年は新カリキュ
ラム初の卒業生を送り出すこととなりました。
さて、いよいよ今年、WＨＯの国際疾病分類第

１１回改訂版（ＩＣＤ - １１）が発効します。新しく
設けられた伝統医学章モジュールⅠを用いた鍼灸の
データ収集は、その仕組みづくりから始めなければな
りません。しかし、日本における鍼灸のリアルワール
ドデータが収集されることで、日本の医療全体におい
て鍼灸がどれほどの力を発揮しているのかが目に見え
る形になり、鍼灸の未来に新しい可能性が見えてくる
のではないかと期待しております。臨床データの収集
の主役は臨床家の先生方です。ぜひ業界全体のために
お力添えいただけますようお願いします。また、学校
教育の段階で取り入れていく方法や内容は私どもに課
せられた課題と認識しております。
これからも、貴会をはじめ業団体・学術団体の皆

様方と相互理解を深め、手を携えて、私ども学校協会
も鍼灸師全体の質の向上と業界の発展に励んでまいり
たいと存じます。どうぞご指導・ご鞭撻の程お願い申
し上げます。
末筆となりましたが、貴会員の皆様のさらなるご

発展と、貴会のさらなるご隆盛を祈念申し上げ、年頭
のご挨拶とさせていただきます。

あけましておめでとうございます。
２０１９年１２月から始まったＣＯＶＩＤ - １９の

感染拡大は、２０２１年１１月末に南アフリカにて新
たな変異株が公表されたことにより、今までとは違う
局面に入ってきました。今後ＣＯＶＩＤ - １９は、通
年性・季節性感染症に移行していく可能性が大きいよ
うに思います。現在、ワクチンの３回目ブースター接
種が始まろうとしていますが、４回目、５回目の接種、
あるいは毎年の接種が必要になるかも知れません。
さて、鍼灸は直接患者に触れてこその治療法です

ので、感染拡大期には積極的に貢献することは難し
かったわけですが、後遺症（Ｌｏｎｇ ＣＯＶＩＤ）
には大いに貢献できるのではないでしょうか。Ｌｏｎｇ 
ＣＯＶＩＤには、主に元のＣＯＶＩＤ - １９の症状が
遷延するもの（疲労倦怠感・呼吸器症状・嗅覚障害な
ど）、治癒後新たに出現する症状（記憶障害・集中力
低下・抑うつ・不眠などの精神神経症状や脱毛など）
がありますが、おそらく今後は皆様の施術所にもそう
した主訴の患者が治療を求めて来院すると思われま
す。
現時点では、西洋医学的にも東洋医学的にも

Ｌｏｎｇ ＣＯＶＩＤ治療のエビデンスは確立されて
いませんが、治療経験を集積し、それを互いに共有し
ていくことで、エビデンスが次第に形成されていくと
考えられます。学会は、そうした貴重な経験を学術大
会や学会誌で発表し議論していく場を提供することが
最も重要な役目であると心得ています。全日本鍼灸学
会雑誌では、簡略な症例報告のための掲載区分もあり
ますので、是非とも皆様の貴重な経験をご投稿くださ
いますようお願いいたします。
末筆ながら、貴会の益々のご隆盛を祈念するとと

もに、今後も共に連携を図りながら日本鍼灸のさらな
る発展に少しでも貢献していきたいと考えています。

新年のご挨拶
公益社団法人 全日本鍼灸学会

会長　若山 育郎
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　２０２１年 ( 令和３年 ) １０月２４日・２５日、秋晴れの
青い空のもと、としま区民センターを会場に第１６回日本鍼
灸師会全国大会 in 東京が開催され、同時に日本鍼灸師会創
立７０周年記念式典も執り行われました。今回は大会初とな
る会場参加とＷｅｂ参加のハイブリッド方式が採用され、会
場だけでなく全国から多くの参加者がＰＣやタブレット、ス
マートフォンを利用して聴講しました。

　今大会はコロナ禍により１年の延期を余儀なくされました
が、開会にあたり会場は入念な感染予防対策が施され、万全な
体制でおこなわれました。また、来場者はマスクの着用、手
指の消毒、検温を徹底したうえで参加し、テーマである　“「変
わる社会、変わらぬ鍼灸」〜いまできることをかんがえる〜”　
をもとに企画されたシンポジウムや講演を熱心に聴き入ってい
ました。別フロアでは、企業による展示会も開かれました。

１０月２４日 　   

　１２時３０分の定刻に８階多目的ホールにて開会式が始
まり、今年度より就任した要信義新会長、今大会担当である
東京都鍼灸師会の髙田常雄会長の挨拶が述べられました。引
き続きおこなわれた創立７０周年記念式典は、中村聡副会長
の開会の辞より開始。

　要会長の挨拶のあと黙祷が捧げられ、南治成副会長より本
会７０年の歩みが紹介されました。その後、東京都知事小
池百合子氏のビデオメッセージが流され、参議院議員衛藤晟
一氏ら議員の方々の祝辞をいただきました。また関連団体代
表、学校および業界関係の来賓挨拶と祝電が披露されまし
た。最後に表彰式が執り行われ、安田政寛副会長の閉式の辞
をもって記念式典が終了しました。開会式の挨拶を述べる要会長

中村副会長による記念式典開会の辞

南副会長による７０年の歩みの紹介

小池百合子氏

参議院議員 左から古川俊治氏、大家敏志氏、自見はなこ氏

衛藤晟一氏

「変わる社会、変わらぬ鍼灸」〜いまできることをかんがえる〜
同時開催 日本鍼灸師会創立７０周年記念式典

第１６回公益社団法人日本鍼灸師会全国大会 in 東京

表彰式
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　式典後は同会場にて、参議院議員片山さつき氏を迎え「ポ
ストコロナの我が国の医療はどうあるのが望ましいか」とし
て記念講演が開かれました。
　コロナ禍における世界や日本の医療の現状と社会の影響、
今後のゆくえが巧みな話術で語られ、その後は片山氏、仲野
彌和監事、南副会長との鼎談が設けられ活発な討論がなされ
ました。

　次に開催された公開講座には「医師から見た鍼灸とＩＣ
Ｄ - １１」と題し、日本東洋医学会会長であり証クリニック
総院長である伊藤隆先生を迎え、ＩＣＤ - １１( 国際疾病分
類第１１版 ) に新設された伝統医学章の紹介と意義につい
て、ご講演をいただきました。鍼灸師のＩＣＤ - １１への取
組みが新たな道を開くことになりそうです。また医師である
伊藤先生の鍼との長く深い関わりが語られました。

　記念式典と並行して６階小ホールでは、青年委員会担当講
座「鍼灸を企業 ( 起業 ) せよ」と題し講師にカリスタ（株）
代表取締役の前田真也氏、（株）早川美容商事代表取締役の
早川芳弘氏による講座が開かれました。鍼灸院経営に大切な
ものは何か、治療技術だけではなく戦略やコンセプト、ブラ

ンディングの必要性などをわかりやすく解説していただき
ました。

１０月２５日 　   
　２日目は１０時４５分より各ホールでシンポジウムと講
演が開催されました。小ホールでのシンポジウム①はパネリ
ストに南副会長、日本鍼灸神経科学会会長の息才博先生、福
岡県鍼灸マッサージ師会会長の古賀慶之助先生を迎え「我々
の既得権の現状」をテーマに論じていただきました。南先
生は「鍼灸師が現状おかれている立場と今後のあり様につい
て」として、鍼灸師が医療人として公に認知されるには自ら
を律して生業をおこない、かつ権利を守るために未来を考え
る必要があると問いかけていました。息才先生は「鍼灸師
マッサージ師差別国家賠償等事件～療養費問題である委任
払いの問題～」として、委任払い拒否の差別的扱いの内容で
国と該当保険者への訴訟を起こした経緯と、判決結果から得
たものについてお話をいただきました。古賀先生は「国家資
格者から見る無資格者の存在と職域の共食い状態について」
として、現在の無資格者問題や低迷する鍼灸業界を変革する
には我々のアピール不足の改善を必要とし、福岡県師会の活
動内容を一例に紹介されていました。

　同時刻、前日に式典がおこなわれた多目的ホールでは、「健
康経営実践企業における鍼灸ケアについて」と題し、帝京
平成大学ヒューマンケア学部鍼灸学科教授の宮崎彰吾先生、
富士フィルター工業（株）代表取締役の汐見千佳氏、東京都
鍼灸師会ヘルスケア鍼灸師委員会副委員長の竹内弘宣先生、
経済産業省商務・サービスグループヘルスケア産業課課長の
稲邑拓馬氏をパネリストにシンポジウム②が開かれました。

片山さつき氏

左から南先生、古賀先生、息才先生

伊藤隆先生

左から前田氏、風間青年委員長、早川氏 左から竹内先生、汐見氏、宮崎先生、稲邑氏
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「プレゼンティーイズム」（健康問題を抱えつつ仕事をおこな
う状態）の改善は企業の生産性の向上になりうるとし、東京
都鍼灸師会の取組みや企業がおこなう従業員に対する福利
厚生の紹介、また大学における研究が発表されました。国や
自治体も健康経営について関心を持ち認定や表彰といった
形で進めています。まさに企業は人で成り立つことを健康と
いう観点から理解するにふさわしい内容でした。
　午後は同ホールにてシンポジウム③「鍼灸院経営～フィー
ルドによる違いとは～」のテーマで群馬県鍼灸師会会長の田
中一行先生、東京都鍼灸師会業務執行理事の菅野幸治先生、
東京都鍼灸師会理事の横山奨先生、福岡県鍼灸マッサージ師
会理事の端場真美弥先生をパネリストにディスカッション
がおこなわれました。

　美容鍼灸・店舗型鍼灸院・在宅鍼灸で活躍される４名の先
生方にいくつかの質問を投げ、具体的に答えていただきまし
た。コロナ禍での経営状況・宣伝広告費・新規患者の獲得法・
決済方法・スタッフ採用など、生の声が聴ける貴重なディス
カッションでした。最後の質問である「これからの鍼灸師は
どうしたらいいか」には各人の鍼灸に対する思いが伝わりま
した。
　小ホールでは「大学病院で活躍する鍼灸師の実技と講演」お
よび「強刺激の極み８０番鍼の使い手」の講演が開かれました。

　東京大学医学部附属病院リハビリテーション部鍼灸部門
主任の粕谷大智先生には「腰部脊柱管狭窄症の間欠跛行に対
する鍼灸治療の実際」として、腓骨神経への刺激が腰部神
経根の血流を改善する様子や、術後の下肢のしびれへの治
療を、動画でわかりやすくご紹介いただきました。慶應義塾
大学医学部非常勤講師・慶應義塾大学環境情報学部訪問准
教授の鳥海春樹先生は「ＣＯＲＩを取る～医師と共有すべ
き鍼灸の本質～」と題し、ＣＯＲＩ - ｍａｐ（COnjugated　

Regional　Inhomogeneity-map　連結した局所の不均一）
は体のコリなどの変化がさまざまな病気の原因であり、それ
を整えることが治療につながると仮説、医師との連携により
解明しようと試みているとご紹介をいただきました。東京都
鍼灸師会練馬区鍼灸師会相談役で飯田鍼灸院院長の飯田豊
雄先生はインタビュー形式で講演され、なぜ８０番という極
太の鍼を使うに至ったのかを語り、その鍼には一心に患者を
治したい、という信念が宿っているようでした。いずれも実
技披露が予定されていましたが、運営側の判断により中止と
なり、一部スライド動画による形で紹介されました。
　１４時４５分をもってすべてのシンポジウム・講座が終了
し閉会式を迎え、次大会担当県会長へ会旗が手渡されまし
た。初のハイブリッド開催とアーカイブ配信はさまざまな障
壁があったと思いますが、無事に乗り越え今後のスタンダー
ドになると感じます。新たな形の全国大会に、今大会はその
礎となることでしょう。

　第１７回全国大会は２０２２年（令和４年）１２月３日・
４日に開催予定。テーマに「ヒトを観る～東洋医学の全体観
～」として（一社）愛知県鍼灸師会が担当となります。

左から野村座長、菅野先生、横山先生、端場先生、田中先生

　鳥海先生　　　　　　　　　　　　　飯田先生

粕谷先生の動画による実技の紹介

髙田会長による閉会の挨拶

次大会担当県の長谷川栄一会長に会旗が手渡された
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　会員の皆さまにご協力いただき、あはき４団体で進め

ていた「労災特別加入推進の活動」が実を結び、来春４

月より我々あはき師が労災保険特別加入制度の対象に追

加される省令案が、１２月１４日開催の厚労省「労働政

策審議会労働条件分科会労災保険部会」にて了承されま

した。

　今まで労働者を使用しない一人親方であった方、また

一人親方のもとで従事する方については労災保険への加

入はできませんでした。今後はこの制度の適用により、あはき師全員が労働災害保険に特別加入できるようになり

ます。特別加入することにより、仕事中や通勤中のケガ、病気、障害または死亡をした場合に補償を受けることが

可能です。ケガ等の治療費、ケガ等で休業する際の休業期間の給付、治療後に障害が残った場合の給付、死亡した

場合の遺族への給付等が受けられます。

　今後、４団体で厚労省と細かな調整をし、加入への手続き方法等を決めていくことになりますが、先に特別加入

制度の対象となった柔道整復師等と同様になるものと予想しております。詳細が決定しだい、あらためて会員の皆

さまへ師会事務所メーリングリスト、日本鍼灸師会メールマガジン、ホームページ等でお知らせいたします。今後

の情報にご注目ください。

≪省令案承認までの活動≫

　１１月２６日、第１０１回労災政策審議会労働条件分科会労災保険部会へのヒアリング参加（日鍼会、全鍼師会、

日マ会、日視連の各団体代表者）

　１２月１４日　第１０２回労災政策審議会労働条件分科会労災保険部会にてあはき師が労災保険特別加入制度に

追加される法令案承認（令和４年４月１日から施行予定）

※労災政策審議会でのやりとり等については、厚労省のホームページにてご確認ください。

あはき師も労災保険特別加入制度の対象に
追加されます。

日鍼会保障プランご加入の方へご案内
「ヘルスケアサポ―ト」をご利用いただけることになりました！
ご利用いただけるのは日鍼会保障プランにご加入の方のみ！

詳細につきましては、チラシをご覧ください。
　　　　　未加入の方はこの機会にぜひ、日鍼会保障プランへご加入のご検討をお願いいたします！（組織委員会）

新賠償保険の取扱いを開始しました
　現行の三井住友海上火災保険（株）に加え、新たに東京海上日動火災保険（株）の賠償保険（以下：新賠償保険）
取扱いを開始しています。新賠償保険は都道府県師会ごとの一括契約となります。ご希望される師会は、下記までお問
い合わせください。
               Ｅ-mail：soshiki.jama@gmail.com　     件名：「新賠償保険」の件

（組織委員会）
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【日　時】２０２１年（令和３年）１１月1４日（日） 
	 １０:００～１５:００
【場　所】としま区民センター
【出席者】１８名（理事１４名、監事３名、委員１名）
【議　長】要　【議事記録】菅野
【議事録署名人】要、仲野、浜田、川上

会長挨拶
　コロナの影響でＷｅｂ会議が主流となり、理事のメンバーで
リアルに集まることがなくなっていたが、７０周年記念式典・
全国大会では久々に会うことができた。そして、本日の理事会
もリアル開催で行えてうれしく思っていると述べられた。
【議　題】
１．報告事項（事業報告・対外報告）
　寺川法人管理委員長より、１０月３１日現在の会員数が
４，４１２名と報告がなされた。また、７０周年記念式典で
の片山さつき議員の謝金に対する出資はないと報告。さら
に、７０周年式典御祝一覧へのお礼状作成・発送を終了し、
祝金が６２０，０００円と報告がなされた。 
　髙田東京オリ・パラ委員長より、アンケートについての説
明や注意事項が説明された。児山東京オリ・パラ副委員長よ
り東京2020大会に参加した経験を活かし、これから日鍼会が
スポーツの分野でどのような支援や協力ができるのか、そし
てどのように鍼灸が発展していけばよいのか検討している旨
の説明、報告がなされた。
　武内組織副委員長より、日鍼会・東鍼会オフィス内装工事
の見積りに、２業者と打合せを行った。もう１社から来週
早々にも送られてくるので、突合せ検討したいと報告がなさ
れた。
　小林健保委員長より、第１６回全国大会in東京、７０周年
記念講演会が無事に終わったことについての挨拶、および参
加人数の報告がなされた。１０月２４日は、全国大会１０２
名、公開講座のみ７名（合計１０９名）。１０月２５日　は
全国大会８９名。
２．審議・決議事項
　第１号議案　補助スタッフ推薦書の件（創立70周年記念事
業実行委員会）

	 　１１月１３日に７０周年記念誌（ＤＶＤ版）に掲載す
る歴代４会長対談が執り行われた。出席者のうち役員で
ない２名の相馬悦孝元会長、小川卓良前会長を補助ス
タッフとして推薦したいと大口創立70周年記念事業実行
委員長より説明がなされ、全員一致で承認された。

　第２号議案　危機管理委員会委員委嘱の件（危機管理委員会）
	 　関東ブロック担当危機管理委員について、秦宗広先生
の辞任に伴い、東京都鍼灸師会理事 君島美佐子先生に委
嘱したいと矢津田危機管理委員長より説明がなされ全員
一致で承認された。

　第３号議案　１０月３日シンポジウムのパネリストに対す
る謝金等の支払いの件（国際委員会）

	 　本会謝金等取扱規程ならびに同内規に従い、以下５名に
関する謝金支払についてご審議くださいと寺川国際委員長
より説明。１．渡辺賢治氏 ２．鳥海春樹氏 ３．田上麻衣
子氏 ４．村上紀美子氏 ５．本田圭子氏 支給単価（規程第
４条第３項より）２時間以内、２万円　全員一致で承認。

　第４号議案　新会館に係る追加清算金について
	 　南副会長より追加清算金の内訳の説明がなされた。
	 追加床（ＥＶ前廊下他）６３．３８㎡⇒１，０００万円

（消費税込）、アスベスト除去費用５００万円、諸費用
３７，３０３，５５５円、会館建て替え積立金より出資全員
一致で承認。

　第５号議案　令和３年度国民のための鍼灸医療推進機構拠
出金の振込みについて

	 　毎年７０万円の拠出について全員一致で承認。
　第６号議案　日鍼会事務職員のリモートワークとＰＣの持
ち出しについて（法人管理委員会）

	 　事務員がリモートワーク用にＰＣを持ち出することが
現行の就業規則では規定に抵触する恐れがある。この対応
について就業規則の改定を提案したい、と永島法人管理委
員。内容は、１．事務局長の許可により持ち出すことが
できるようにすること。２．事務局長（嘱託職員）の場合
は、法人管理業務執行理事の許可が必要とすること。３．
許可申請時には、①期限（返却予定日）を明確にし、②使
用場所（自宅に限る）、③使用範囲（他者へ貸出しをしな
い）などの遵守事項を伝える。補足として、公益社団法人
日本鍼灸師会職員就業規則改定案の対照表より、現行の規
定と改定案、および備品持出申請書兼承認書の説明を南副
会長がおこなった。全員一致で承認。

　第７号議案　委嘱状及び機密保持等に関する契約書につい
て（法人管理委員会）

	 　秘密保持等に関する誓約書について寺川法人管理委員
長より説明があり、全員一致で承認。

　第８号議案　日鍼会嘱託職員の賃金締切日および支払日の件
	 　賃金は、前月１６日から起算し、当月１５日に締め切
り算出した額を２５日に支給する。ただし、２５日が休
日の場合はその前日に繰り上げて支給する、と寺川法人
管理委員長が説明し全員一致で承認。

　第９号議案　令和３年度青年コラボ事業の件（青年委員会）
	 　公益社団法人日本鍼灸師会青年委員会と全国各鍼灸師会
青年部の合同事業（青年コラボ事業）について、今までの
経緯を風間青年委員長より説明がなされ全員一致で承認。

　第１０号議案　第２回ＪＩＭＴＥＦ災害医療研修スキル
アップコースファシリテーター依頼の件

	 　ＪＩＭＴＥＦより矢津田危機管理委員長をファシリ
テーターとして参加要請がある旨を要議長が説明し全員
一致で承認。

　第１１号議案　全国師会長会議の件（法人管理委員会）
	 　正副会長会議にて全国師会長会議について検討し、全理
事が出席することになったことを寺川法人管理委員長が報
告した。

　第１２号議案　（議案上程者である中村副会長が欠席のた
め、要会長が提案議題を代読）①７０周年記念事業等に
係る理事と委員に日当・交通費・宿泊等を支給する件②
理事・委員の平日・休日に係る報酬等を支給する件③会
長・副会長・委員長に役職手当を支給する件

　	 　３項目に関して理事全員から意見が出され議論をおこ
なったが結論が出ず継続審議となった。

　第１３号議案　日鍼会eラーニング研修（ＮＥＬＳ）の講師
依頼について

	 　新たにＮＥＬＳコンテンツを作るにあたり、今後は一
般の方にも解放して販売も考え、講師への多少権利放棄
のようなやや緩い形の承諾書を作成したので承認いただ
きたい旨、「講師派遣依頼書」、「講師派遣承諾書」、
「ＮＥＬＳコンテンツ作成に関する著作権利用承諾書」
の確認をしながら説明がなされた。

	 　南副会長が質問、堀口理事が回答。内容の整理も含
め、近々、研修委員会・学術委員会・川上監事・法人管
理委員会で合同会議を開催することとなった。

　その他（大口理事より）
	 ①定款により、２年先の全国大会のことを決めておかな
ければならないが、どうするのか。（現在保留中）

	 ②１２月初めに厚労省への要望を伝える集会があるので、
日鍼会としての要望の取り纏めをおこない要望書の作成を
進めたほうがいいのではないかと提案がなされた。

　　　要会長より、中村副会長・小林健保委員長・菅野地域
ケア推進委員長で対応するのが良いのではないかと提案
があった。

３．監事講評

第 6 回理事会

理事会報告 

（報告：法人管理委員会）
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　１０月３日、日鍼会国際委員会では「世界が注目する鍼灸＆
漢方」と題し、漢方・鍼灸・知的財産の分野から専門家をお
招きし、東京都千代田区（ステーションコンファレンス万世橋）
で２時間のシンポジウムを開催しました。このシンポジウムで
は、業界（業団）発信の利活用ではなく、あくまでも「国民（利
用者）目線」に立ち、「私たちができることとは何か」につい
て検討することを主眼にしました。まずはご視聴をいただいた
会員の皆さま、開催に際しご尽力・ご協力をいただいた全て
の皆さまに感謝を申し上げ、本シンポジウムの準備から開催
までの流れについて簡単にご報告させていただきます。
１．開催前準備
　１）パネリストの構想と講師選出
　昨年１１月より髙倉成男氏（明治大学法科大学院教授）を
講師に迎え、知的財産についての勉強会を５回開催。それ
を機にシンポジウム（全４回）を着想。詳細とパネリストの
決定は６月。
　２）ファシリテーター選定
　当初、鍼灸師側の人物を設定することも考えたが、あく
までも「利用者目線」を重視し、髙倉教授に依頼。
　３）パネリストとの打合せ
　各パネリストに対し事前にテーマを設定し、それに答える
形でのプレゼンを依頼。Ｗｅｂにより複数回の打合せを行った
（その模様を一部告知用動画【下記 ４）③に該当】として
採用）。
　４）宣伝・告知
　①デザイナーの起用
　藤林副委員長の提案で東野柚子氏を起用。今後も本委員
会のシンポジウムは東野氏のイメージで継続する予定。
　②ホームページ、ＳＮＳでの告知
　ホームページ以外にも、国際委員会としてＴｗｉｔｔｅｒ、
Ｉｎｓｔａｇｒａｍを開設。企業等とのやり取り、取材申込みの窓
口にもなった。

　③動画作成
　ファシリテーターやパネリストのスタンスなどを告知する
ために、シンポジウム前に動画を収録・公開。また学生の
視聴者を想定し、委員の新名理事の動画も加えた（現在も
ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルにて視聴可）。
　５）集客
　藤林副委員長のアドバイスでＰｅａｔｉｘ（ピーティックス）を
利用。事前申込みにより、開催後２週間を視聴可とした（た
だし公開を希望する声が多く、開催後２週間は一般公開とし
た）。

２．当日
　１）配信
　配信業者（メディガ）を利用。ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルでの
配信。事後、記録用動画の編集（現在はアーカイブ配信の
予定なし）。

３．反応
　当日の視聴者は３３６名、開催後に公開したところ、視聴回
数は６８５回、ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル登録数は１０７。詳細はホー
ムページを参照のこと。申し込み時のアンケート結果はホー
ムページにて確認可。
４．今後に向けて
　１）ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルの活用
　本会ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルは非営利プログラムのため、
チャンネル登録１，０００回でＹｏｕＴｕｂｅ Ｓｔｕｄｉｏが利用可とな
る。動画編集のための設備が整ったスタジオを利用できる
ため、ぜひチャンネル登録を勧奨していただきたい。全国
の日鍼会承認事務所においても利用できるよう検討する。

　２）次回のシンポジウム
　第２回目となるシンポジウムは２０２２年度に「未病」に対
して伝統医学ができることに特化して開催予定。「病気に対
する治療」に加え「よりよく生きる」ために鍼灸を含めた伝
統医療に何ができるかを検討できればと考える。

（報告：国際委員会）

シンポジウム「世界が注目する鍼灸＆漢方」を開催
「国民目線」による伝統医療の活用を検討
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2021年度 中国四国ブロック会議 
９月 19 日（日）

2021年度 近畿ブロック会議 
９月 26 日（日）

全国ブロック会議報告

コロナ禍を機にあらためて鍼灸師の職域・身分についての意見交換　

【会　場】Ｗｅｂ会議
【出席者】３７名

日鍼会：要会長・南副会長、香川７名、徳島１
名、高知２名、愛媛７名、岡山６名、広島３名、
山口３名、鳥取３名、島根３名

　感染予防対策として初のリモート開催、担当の香川県は事
前にオンラインミーティングを重ね、師会長間でさまざまな
調整をおこない作成した資料を事前配布することで、会議の
時短対策をして臨んだ。
■師会長会議（１０:３０～１２:００）
　事前配布資料をもとに要会長と協議し意見交換をおこな
う。ブロックならびに師会長の総意として、現在の鍼灸師職
域分類について、コロナ禍におけるワクチン接種問題等であ
らためて明確な位置づけの確立が必要とした。また、年々減
少する会員数をいかに食い止めるかの対策を協議した。
　今年度から中国四国ブロック会長は国澤光陽（高知県鍼灸
師会会長）が担当することとなった。
■青年部長会議（１０:３０～１２:３０）
　コロナ禍でイベント活動が制限され、単県だけではなかな
か有意義な開催が難しい。中国四国ブロック全体で青年部の
合同イベントとしてオンラインイベントが開催できないか
検討、協議し意見交換をおこなった。
■ブロック会議（１３:００～１６:００）
　要会長・南副会長から「日鍼会の中央情勢報告」「各県か
らの質問・要望」に対して説明がされ、活発な意見交換、協
議をおこなった。
　総括として、鍼灸師の身分を確立し、各県の組織力を向上
させるために、ＳＮＳなどを積極的に活用した情報配信をお
こない、若い世代の方にもっと日鍼会のことを知っていただ
き、青年部の先生方にはこれまで以上に会を盛り上げていっ
てほしいとまとめた。
　次年度のブロック会議は、岡山県で開催することとして閉
会した。

（報告：香川県鍼灸師会 中曽根徹）

【会　場】Ｗｅｂ会議
【出席者】４１名

日鍼会：要会長・南副会長、大阪９名（うち１名
重複）、滋賀３名、奈良６名、兵庫６名、福井４
名、和歌山３名、京都９名

■師会長会議（１０:３０～１２:００）
　事業報告、令和３年度役員選任、災害対策本部順位、災害
時避難者名簿、ブロック会議開催順、ワールドマスターゲー
ムズ２０２１関西への各師会対応、次年度会議開催等を協議
した。
■研修会（１０:３０～１２:００）
　大阪府鍼灸師会特命理事 丹波徹二先生を講師に「ワール
ドマスターゲームズ関西における救命方法実践」というテー
マで、来年５月に開催予定の同イベントにおける医療救護対
応を踏まえた知識を習得した。
■本会議（１３:００～１６:１０）
１）要会長より日鍼会報告として、事業展開・事業予定・業
界内連携などについて詳細説明があった。

２）近畿ブロック得本会長より、師会長会議の結果が報告さ
れた。

３）「ワールドマスターズゲーム２０２１関西（ＷＭＧ）へ
の対応」の議題について、丹波徹二特命理事から大会組
織委員会の動きや今後の大会の方向等の説明がされた
後、各師会から対応する競技種目・施術期間・施術方法
等の説明がなされ、今後に向けた課題を共有し、各師会
担当者が定期的にオンラインミ－ティング等を開き進
めていくことになった。また「若年鍼灸師の入会促進策」
の議題では、若年者を師会活動に取り込むためのさまざ
まな活動が各師会から報告され、活発な意見交換がおこ
なわれた。兵庫県から提案のあった近畿ブロックレクリ
エーション大会開催については、次年度継続審議となっ
た。次年度は兵庫県鍼灸師会の担当で開催する予定であ
る。

	 ※ＷＭＧは１０月２６日の大会組織委員会理事会におい
て、再延期の方針が示された。

（報告：京都府鍼灸師会 森岡正和）
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2021年度 東海北陸ブロック会議 
10 月 10 日（日）

あらためて感じた連携の重要性　

【会　場】Ｗｅｂ会議（愛知県鍼灸師会担当）　
【出席者】５１名

日鍼会：要会長・中村副会長、愛知１０名、（一
社）愛知１４名、静岡８名、富山３名、石川５
名、岐阜３名、三重６名

■師会長会議（事前にメーリングリストにて）
　昨年と同じメール会議で行った。議題は、役員改選で、ブ
ロック会長は（公社）石川県鍼灸師会の定池寿氏、ブロック

副会長は、（公社）静岡県鍼灸師会の大橋教正氏に決まった。
もう一つの議案の令和４年度を全国大会の準備状況を（一
社）愛知県鍼灸師会の長谷川栄一氏の説明を受けた。
■ブロック会議（１２:３０～１６:００）
　日本鍼灸師会の現状説明では、要会長より新体制と事業の
説明があった。マイナンバーカードに保険証が組み込まれ
ていくにあたって、保険が電子申請になっていく準備をして
いかなければならないということで、中村副会長から説明が
あった。どうしていくか質問があり、まだ時間があるので
日本鍼灸師会と各県師会で連携をとって考えていくことに
なった。
　新型コロナワクチン接種において、鍼灸師優先接種の実施
の対応がたいへんだったのでそれについての各県師会の意
見があった。今後、このようなことが起きた場合、東海北
陸ブロックの各師会で意見を出し合い連携していくことに
なった。
　中央師会と各県師会とは今後ＬＩＮＥによる会議、講習会
等に取り組んで連携をしていくことに意見が纏まった。
　令和４年全国大会に関しては、（一社）愛知県鍼灸師会の
長谷川栄一会長から説明があった。意見がたくさん出て連携
を取らないといけないと結束した有意義な会議になった。

（報告：愛知県鍼灸師会 吉崎和樹）

年月日（曜日） 代議員総会 理　事　会 全国師会長会議
５月 ○

	 ６月１2日（日） ○
８月 ○
１１月 ○
１２月 ○

２０２3年  １月 ○
３月 ○

■全国ブロック会議予定
ブロック名 開催予定日 開　催　地

北  海  道 ９月 ４日（日）　　　　　　 北 海 道
東 　 　 北 ６月２５日（土）・２６日（日） 山 形 県
関 東 信 越 ７月１０日（日） 東 京 都
東 海 北 陸       １０月 ９日（日）・１０日（月・祝）   静 岡 県
近 　 　 畿 未　定 兵 庫 県
中 国 四 国 未　定 岡 山 県
九 　 　 州 未　定 沖 縄 県

■関連行事予定※予定表ですので、変更が生じる場合もございます。
会議等名称 開催予定日 開催予定地

第１７回日本鍼灸師会全国大会ｉｎ愛知 １２月 ３日（土）・４日（日）ハイブリッド開催 ウインクあいち（愛知県名古屋市）
※予定のため変更となる場合があります。
※第 71回全日本鍼灸学会学術大会：2022年 6月 3日（金）・4日（土）・5日（日）　（東京都）

２０２２年度行事予定
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【日　時】２０２１年（令和３年）１２月５日（日）１１:００～ 

【場　所】ステーションコンファレンス万世橋（東京都千代

田区）

【出席者】各都道府県師会４４名（会場参加２３名 ※代理３

名含む、Ｗｅｂ参加２１名 ※代理１名含む）日

鍼会１６名（会場参加１４名、Ｗｅｂ参加２名）

【議　長】寺川（法人管理委員長）

【議事記録】武内（法人管理副委員長）

　寺川法人管理委員長の司会進行により、中村副会長による

開会の辞、要会長の挨拶につづき議題へと進んだ。

１．各委員長から資料をもとに活動報告がおこなわれた。

①学術委員会 永島委員長 ②研修委員会 堀口委員長（Ｗ

ｅｂ参加） ③健保委員会 小林委員長 ④地域ケア推進委員

会 中村副会長 ⑤広報普及ＩＴ委員会 児山委員長 ⑥東京

オリ・パラ委員会 髙田委員長（当会から１１名が、鍼療

法・スポーツマッサージスタッフとして東京２０２０大

会選手村総合診療所で活動に参加されたことを児山東京

オリ・パラ副委員長より報告） ⑦危機管理委員会 矢津田

委員長 ⑧国際委員会 寺川委員長 ⑨組織委員会 新名委員

長（労災特別加入団体の件含む） ⑩青年委員会 風間委員

長（Ｗｅｂ参加）⑪法人管理委員会 南副会長（事業活動

報告、中・長期目標・新会館の進捗状況など報告、なお、

１２月１日現在の会員数４，３９９名、準会員数３６７名）

２．２０２１年度ブロック会議報告時に要会長より、保険関

連（押印廃止）の問題また公益法人から一般社団変更・

会員獲得手段・若年鍼灸師入会促進などに言及があった。

また各ブロック会議開催運営方法の助成金について説明

された。次に日本鍼灸師会の今後の方向性について、一

番は会員増強だが会員としての質の担保を求めたい。ま

た他団体の協力よりも日鍼会のブランドを高めて運営し

たいと言及があった。研修会では実技指導を重視して臨

床に役立つ講座を開催したい。青年部活動に期待したい。

また、日当の対価について提案をした。ＩＣＤ - １１につ

いて電子カルテの標準化を推進したい。ＩＳＯ（国際標

準化機構）についてもＪＲＯＭ（日本東洋医学サミット

会議）と協力したいと言及があった。

３．「第１６回日本鍼灸師会全国大会 in 東京」について髙田

大会会長より、４６５名の参加報告に対する謝辞があっ

た。また大会後実施したアンケート結果の反省報告があっ

た。

４．日本鍼灸師会創立７０周年記念式典について、大口創立

７０周年記念事業実行委員長から謝辞があった。祝賀会

中止の経緯を説明してお詫びし、記念式典運営マニュア

ルの詳細説明があった。記念式典講演として参議院議員

片山さつき先生にご講演いただき、その後、仲野元会長・

南副会長と３名で鼎談を行った。この模様は児山広報普

及ＩＴ委員長の協力のうえ７０周年記念ＤＶＤ作成をす

る。今後の周年記念事業を推進するにあたり今回のマニュ

アルを整備する。

５．「第１７回日本鍼灸師会全国大会 in 愛知」について愛知

県長谷川会長から、令和４年１２月３日（土）・４日（日）

にウインクあいちでの開催、テーマ「ヒトを診る―東洋

医学の全体観」について説明をいただいた。

６．２０２２年度代議員総会や行事予定について、南副会長

より日程案が示された。

７．２０２１年度全国師会長会議質問・意見・要望事項につ

いて事前配布資料で回答したが、追加で賠償責任保険の

件で埼玉県河原会長から質問があり、新名委員長・南副

会長が補足回答した。その他、労災特別保険加入一人親

方について岡山県國安副会長から参考質問があり中村副

会長、要会長から回答がされた。事例として和歌山県中

野会長より詳細報告があった。高知県国沢会長より、は

り灸保険審議会の現在の問題点について小林健保委員長

から回答がされた。埼玉県河原会長から１６ｋｍを超え

る往診料について追加質問があり小林健保委員長が回答

した。愛知県長谷川会長からの会員数の減少について要

会長が回答した。災害について矢津田危機管理委員長か

ら補足説明があった。

安田副会長の閉会の辞をもって散会となった。

（報告：法人管理委員会）

全国師会長会議報告

全国師会長会議報告
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鍼灸師養成大学における基礎・臨床研究の紹介
　日本初の鍼灸大学として知られる明治国際医療大学。現在

の鍼灸の教育や研究において業界を牽引する一校、といって

も過言ではないでしょう。今回は、その大学でおこなわれて

いる研究の概要についてご紹介いたします。

　　　　　　　　　　　　　   （広報普及ＩＴ委員会）　　　　　　　 

　　
　

　明治国際医療大学（旧名称：明治鍼灸短期大学、明治鍼灸

大学）は、鍼灸の高等教育機関として、１９７８年に短期

大学として開学しました。その年には附属鍼灸治療所と附

属図書館が併設され、１９８２年には東洋医学研究所が開

設、１９８７年には附属病院・附属メディカルＭＲセンター

が開院・開設、２０１０年には附属統合医療センターが開

設されました。短期大学は１９８３年に四年制大学となり、

１９９１年には大学院修士課程が、１９９４年には大学院博

士課程が、２０１１年には通信制の大学院修士課程も設置さ

れました。

　本学は、我が国および世界の鍼灸医学の科学的研究基盤の

拡大・進展への寄与ならびに社会に貢献することを目的に、

鍼灸医学による東西医学の補完と融合を目指して、経験医学

としての東洋医学を現代科学的にも見つめ直し、その効果あ

るいは作用機序を多くの人が理解できる形とし将来に応用

可能とするために、さまざまな研究をおこなってまいりまし

た。

　本学には鍼灸学系の研究室（講座）のほかに、基礎医学と

臨床医学のユニットが多くあり、それらが協力し合い、学部

学生・大学院生の教育・研究の指導をしています。

　基礎医学の研究室（ユニット）としては、解剖学（形態

学）、生理学（機能学）、免疫・微生物学（免疫学）、医療情

報学などがあり、それぞれの基礎医学としての研究ととも

に、各分野における鍼灸刺激の生体に及ぼす効果の作用機序

の基礎研究を、動物を用いてまたはヒトを対象におこなって

います。鍼灸の作用機序を知ることは、疾患・症状に対する

有効な刺激法など、未来の応用につながる非常に重要なこと

です。研究は、最終的には人（患者さん）に還元にされなけ

ればなりませんが、小動物を用いた研究では、ヒトを対象と

した研究では迫ることができない内容まで踏み込むことが

できる場合も多く、ヒトでの作用機序をより深く推察するこ

とが可能になりえます。これらの基礎研究の結果、鍼灸刺激

の生体に及ぼす効果の作用機序の一部が、多くの人に理解で

きるような形になりました。特に、鍼・灸刺激が経穴を刺激

して経絡の気・血の流れを改善させて症状を軽減するという

概念の一方で、生体内の末梢神経系や中枢神経系を介したさ

まざまな反射を引き起こすことにより、種々の効果を引き出

していることが体系づけられてきました。

　また、臨床医学ユニットとしては、内科学、外科学、整形

外科学、脳神経外科学、泌尿器科学、歯科学などのユニット

のドクターが鍼灸学系の教員とともに、それぞれの科で取り

扱う疾病・症状に対する鍼灸治療の臨床的な効果の研究をお

こなってきました。その結果、各科で治療に苦慮する難治性

の症状に対して鍼灸治療が症状の軽減に役立ったものもあ

り、鍼灸治療の可能性が広がりました。

　なお、これらの基礎医学・臨床医学の考え方を生かして、

東洋医学独自の診断法や鍼・灸の刺激法の客観化に関する研

究もおこなっています。

　近年の大学院博士課程修了者の学位論文の題名を紹

介すると、「鍼通電の刺激条件の違いが遅発性筋痛の予

防効果に及ぼす影響」「Effect of acupuncture on the 

明治国際医療大学 鍼灸学部 鍼灸学科
教授 角谷英治

明治国際医療大学における
はりきゅうの基礎・臨床研究について
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　各都道府県の生涯研修会が実施され、平成２５年度から令和２年度までの実績に対して（公財）東洋療法研修試験財団
から表彰されましたのでご紹介いたします。
　今年度はコロナ禍により例年に比べ表彰者が減少しておりますが、そのような状況でも１２名の表彰者がいらっしゃい
ました。
　以前より多くのオンライン研修会が計画されておりますので、積極的に他の都道府県研修会の受講もお勧めいたします。
詳細は、日鍼会ホームページをご覧ください。
※生涯研修修了証書を８年間に５回取得した場合には、その都度授与されます。	

●１回目表彰者（修了証５回取得）４名

日鍼会 菅野　秀雄 日鍼会 森田　輔 茨城県 大髙　達雄 神奈川県 窪田　勤

●２回目表彰者（修了証１０回取得）４名

大阪府 荒木　善行 大阪府 思川　裕子 岐阜県 藤吉　徳孝 埼玉県 菊池　友和

●３回目表彰者（修了証 1５回取得）３名

埼玉県 川畑　充伸 埼玉県 村上　悟 岡山県 山口　大輔

●４回目表彰者（修了証２５回取得）１名

埼玉県 大谷　尚子

hemodynamic system in men」「仙骨部骨膜への鍼刺激

による精子運動率の上昇効果－精漿成分を指標とした生化

学的検討－」「軽度認知障害を有する高齢者の認知機能に対

する鍼治療の効果－Aβシークエンスタンパク質を指標と

して－」「天枢穴または合谷穴への鍼施術時における大腸運

動－腸蠕動と自律神経機能を指標として－」「三次元核磁

気共鳴画像法を用いたヒト背部体表－胸膜間距離の計測－

body-mass index（ＢＭＩ）による検討－」「鍼通電刺激が

アトピー性皮膚炎に与える影響－搔痒感および角質の機能・

形態に関する検討－ランダム化比較試験」「鍼通電刺激が

ラット下腿筋群の筋血流量に及ぼす影響－低頻度および高

頻度鍼通電刺激の相違とＡＴＰおよびＡＤの関与－」など、

動物を対象にした基礎的な研究、ヒトを対象にした基礎的な

研究・臨床的な研究、と非常に多岐にわたっています。これ

ら大学院での研究生活を経て、多くの優秀な人材が全国に羽

ばたいています。

　これらの他に、多くはありませんが鍼灸の教育に関する

研究もおこなっています。わかりやすく、効率よく鍼灸医学

を修得してもらい、良い後進を育てることは非常に重要な課

題です。

　近年は社会情勢をにらんで、鍼灸医学を社会に普及するた

めの研究もおこなっています。そのキーワードが「治未病」

と「医療連携」です。以前から東洋医学が強いとされてきた

疾病に対する予防効果あるいは健康管理を、具体的に世間に

広めるための研究や、他の医療職種と連携して患者さんに

合うより良い医療を提供するための研究などにも力が注が

れています。また、大学での「スポーツ振興プロジェクト」

の立ち上げに伴い、２０１６年にはアスリートサポートセ

ンターが開設され、学生スポーツ選手の体調管理（コンディ

ショニング）、トレーニング等に関する研究も進み、一般の

人の健康維持・増進のためのスポーツの在り方・方法も研究

しています。
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　平成２７年度から毎年実施している「厚生労働大臣免許保有証」の交付申請が、２回目の更新年度となりました。今回は、更
新申請者に加え、新規申請者も多くいらっしゃいました。まだ免許保有証をお持ちでない方や更新申請対象で今年度未申請の方は、
ぜひとも来年度お申し込みください。また、新入会員の皆様にもご周知くださいますようお願いいたします。
　なお、免許保有証の交付は令和４年３月中旬（予定）です。準備が整い次第、各都道府県師会事務所宛に発送いたします。

No 師会名 累計交付
申請件数 No 師会名 累計交付

申請件数 No 師会名 累計交付
申請件数

1 (公社 )北海道鍼灸師会 130 17 ( 公社 )石川県鍼灸師会 68 33 ( 一社 )島根県鍼灸師会 17
2 (一社 )青森県鍼灸師会 15 18 ( 一社 )福井県鍼灸師会 55 34 ( 公社 )岡山県鍼灸師会 122
3 ( 一社 )岩手県鍼灸師会 4 19 (公社 )山梨県鍼灸師会 41 35 ( 一社 )広島県鍼灸師会 19
4 (公社 )宮城県鍼灸師会 42 20 ( 一社 )長野県針灸師会 204 36 ( 公社 )山口県鍼灸師会 45
5 (一社 )秋田県鍼灸師会 10 21 ( 一社 )岐阜県鍼灸師会 48 37 ( 一社 )徳島県鍼灸師会 15
6 (一社 )山形県鍼灸師会 28 22 ( 公社 )静岡県鍼灸師会 86 38 ( 一社 )香川県鍼灸師会 74
7 (一社 )福島県鍼灸師会 144 23 ( 一社 )愛知県鍼灸師会 75 39 ( 公社 )愛媛県鍼灸師会 87
8 (一社 )茨城県鍼灸師会 62 24 愛知県鍼灸師会 56 40 ( 一社 )高知県鍼灸師会 10
9 (一社 )栃木県鍼灸師会 12 25 ( 一社 )三重県鍼灸師会 120 41 福岡県鍼灸師会 36
10 ( 公社 )群馬県鍼灸師会 27 26 ( 一社 )滋賀県鍼灸師会 27 42 佐賀県鍼灸師会 0
11 (公社 )埼玉県鍼灸師会 73 27 ( 公社 )京都府鍼灸師会 87 43 ( 一社 )長崎県鍼灸師会 53
12 ( 公社 )千葉県鍼灸師会 80 28 ( 公社 )大阪府鍼灸師会 176 44 熊本県鍼灸師会 25
13 ( 公社 )東京都鍼灸師会 290 29 ( 一社 )兵庫県鍼灸師会 112 45 大分県鍼灸師会 21
14 ( 公社 )神奈川県鍼灸師会 184 30 ( 一社 )奈良県鍼灸師会 47 46 ( 一社 )宮崎県鍼灸師会 8
15 (公社 )新潟県鍼灸師会 36 31 ( 一社 )和歌山県鍼灸師会 20 47 ( 一社 )鹿児島県鍼灸師会 6
16 富山県鍼灸師会 11 32 ( 一社 )鳥取県鍼灸師会 4 48 (一社 )沖縄県鍼灸師会 14
　　　 ※平成27年度～令和3年度の交付申請（受付）累計で、実際の交付数と差異あり。			   合計 2,926

「厚生労働大臣免許保有証」都道府県交付申請状況
（平成 27 年度～令和 3 年度累計）

■物故者９名　謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

都道府県 氏　名 都道府県 氏　名

山　形 白田　栄二 R3.  9.19(61 歳 ) 群　馬 富沢　雅博 R3.11.  6(85 歳 )

埼　玉 鈴木　千春 R3.11.17(54 歳 ) 千　葉 中村　眞由美 R3.11.28(64 歳 )

東　京 矢谷　和雄 R3.10.21(74 歳 ) 愛　知 黒野　保三 R3.  9.27(91 歳 )

愛　知 中野　豊次 R3.  8    (77 歳 ) 兵　庫 織部　隆志 R3.  8.25(59 歳 )

愛　媛 日浅　俊治 R3.10.  9(61 歳 )

■入会者１５名　ようこそ日本鍼灸師会へ。ご活躍を期待しております。（敬称略）

都道府県 氏　名 都道府県 氏　名 都道府県 氏　名

北海道 中村　巧騎 東　京 広瀬　真由美 大　阪 久米　　昂

岩　手 千葉　秀人 神奈川 浅田　　修 兵　庫 植村　　純

千　葉 白石　多真美 山　梨 望月　貴夫 岡　山 吉武　真吾

東　京 大島　三千恵 岐　阜 丹下　ゆりえ 長　崎 松尾　昭秀

東　京 加藤　真実 京　都 羽谷　松子 長　崎 鰐川　智也

会員の異動（２０２１年 9 月 16 日～ 12 月 31 日）
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日鍼会 会務報告（2021年９月 16 日～ 12 月 31 日）

 ９月
１６日（木） 創立７０周年記念講演の打合せ（参議院会館）、ＪＩ
ＭＴＥＦ災害医療委員会（Ｗｅｂ会議）、第１０回国際委員会会
議（Ｗｅｂ会議）

１８日（土）国際委員会シンポ用動画撮影（告知用）の会議と撮影
（Ｗｅｂ会議）

１９日（日） 中国四国ブロック会議（Ｗｅｂ会議）
２０日（月） 第９回準備委員会会議（Ｗｅｂ会議）
２１日（火） 国際委員会シンポ用動画撮影（告知用）の会議と撮影
（Ｗｅｂ会議）、第３回正副会長会議（Ｗｅｂ会議）

２３日（木） 第１１回国際委員会会議（Ｗｅｂ会議）、第６回地域
ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）

２６日（日） 近畿ブロック会議（Ｗｅｂ会議）
２８日（火） 創立７０周年記念式典会場担当者との打合せ（としま区
民センター）

２９日（水） 実務者協議のための準備会議（Ｗｅｂ会議）
３０日（木） 国際委員会イベント使用備品の運搬（日鍼会事務所）

10月
３日（日） 国際委員会イベント開催「世界が注目する鍼灸＆漢方」
（ステーションコンファレンス万世橋）、保険者対応実施（ス
テーションコンファレンス万世橋）

４日（月） 第１０回準備委員会（Ｗｅｂ会議）
５日（火） 賠償責任保険募集打合せ（Ｗｅｂ会議）、法人管理委員
会（Ｗｅｂ会議）

７日（木） 危機管理委員会会議（Ｗｅｂ会議）
８日（金） 国際委員会シンポジウムの振返り、来年度のシンポジウ
ム計画（Ｗｅｂ会議）

１０日（日） 東海北陸ブロック会議（Ｗｅｂ会議）
１１日（月） ①備品搬送と確認②全国大会会場下見・リハーサル参
加（日鍼会事務所、としま区民センター）、創立７０周年記念式
典担当者との打合せ内容確認およびリハーサル・備品確認（とし
ま区民センター）

１２日（火） 第１０回準備委員会会議創立７０周年記念式典司会者
との打合せ（Ｗｅｂ会議）

１９日（火） 第１１回準備委員会会議創立７０周年記念式典と全国
大会担当者打合せ（Ｗｅｂ会議）

２１日（木） 創立７０周年記念式典・全国大会の備品輸送（東鍼
会・日鍼会事務所）、第１２回準備委員会会議創立７０周年記念
式典と全国大会担当者打合せ（Ｗｅｂ会議）、サーバ移行打合せ
会議（Ｗｅｂ会議）

２４日（日） 創立７０周年記念式典・全国大会の備品輸送（としま
区民センター）

２５日（月） 創立７０周年記念式典・全国大会の備品輸送（としま
区民センター、東鍼会事務所、日鍼会事務所）

２８日（木） 第１３回国際委員会会議（Ｗｅｂ会議）

11月
１日（月） 新会館打合せ（Ｗｅｂ会議）
２日（火） 新会館内装工事業者打合せ（武内鍼灸院）、（公財）東
洋療法研修試験財団訪問（東洋療法研修試験財団）

４日（木） 新会館内装工事業者打合せ（武内鍼灸院）
８日（月） サーバ移行打合せ会議その２（Ｗｅｂ会議）

９日（火） 第１６回国民医療推進協議会総会（Ｗｅｂ会議）、第４回組
織委員会（Ｗｅｂ会議）、東京オリ・パラ委員会会議（Ｗｅｂ会議）

１０日（水） 新型コロナ対策および災害支援活動について厚労省医政
局医事課との会議（厚生労働省）、正副会長会議（Ｗｅｂ会議）

１２日（金） 第１４回創立７０周年記念事業実行委員会（Ｗｅｂ会議）
１３日（土） 創立７０周年記念誌（ＤＶＤ版）歴代４会長対談の収録お
よび撮影（ホテルメトロポリタン）、令和３年度第８回法人管理委
員会会議（Ｗｅｂ会議）、第１７回全国大会ｉｎ愛知大会の件（ホ
テルメトロポリタン）、ＪＩＭＴＥＦ災害医療研修第２回スキル
アップコースファシリテーターのリハーサル（Ｗｅｂ会議）

１５日（月） あはき推進協議会（Ｗｅｂ会議）
１６日（火） 厚労省保健局医療課との協議（日比谷公園内施設）、労
災保険特別加入推進会議（厚生労働省）

２０日（土） ＪＩＭＴＥＦ災害医療研修第２回スキルアップコース
ファシリテーターのリハーサル（Ｗｅｂ会議）、機能訓練指導員
協会運営会議（東京都柔道整復師会館）、ＡＭＤＡ南海トラフ災
害対応勉強会および会議（ＡＭＤＡ本部事務所）

２１日（日） ＡＭＤＡ南海トラフ災害対応勉強会および会議（ＡＭＤ
Ａ本部事務所）、全国師会長会議の会場設置について（ステー
ションコンファレンス万世橋）

２２日（月） 研修・学術・法人管理委員会合同会議（Ｗｅｂ会議）
２４日（水） ４団体実務者会議（Ｗｅｂ会議）
２６日（金） 第１０１回労働政策審議会労働条件分科会保険部会会
議（ＴＰＫ新橋）

12月
３日（金） 第４回青年委員会（Ｗｅｂ会議）
４日（土） 新機能訓練指導員協会運営会議（東京都柔道整復師会館）
５日（日） 機能訓練指導員研修ベーシックコース（東京都柔道整復
師会館）

６日（月） 三井住友海上火災保険との面談（日鍼会事務所）
７日（火） セイリン医療推進課との協議（セイリン東京オフィス）、
鍼灸師の明日を語る会（都市センターホテル）、第７回地域ケア
推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）

８日（水） 中間監査（ＢＭＣ大塚スタジオ）
１１日（土） 新機能訓練指導員研修アドバンスコースファシリテー
ター研修（日本柔道整復師会館）

１２日（日） 機能訓練指導員研修ベーシックコース２日目（東京都柔
道整復師会館）、全国青年部長会議（Ｗｅｂ会議）

１５日（水） ４団体実務者会議（Ｗｅｂ会議）、ＪＩＭＴＥＦ災害
医療委員会（Ｗｅｂ会議）

１６日（木） 第１４回国際委員会会議（Ｗｅｂ会議）
１７日（金） ３団体長会議（京都、つくし法律事務所）
１８日（土） 危機管理委員会災害支援鍼灸マッサージ師合同委員会
（ＤＳＡＭ）会議（福岡医療専門学校）、４団体長会議（京都、
つくし法律事務所）

１９日（日） 災害支援鍼灸マッサージ師合同育成講習会（福岡医療専
門学校）

２２日（水） 第２７３回実務者会議（日本視覚障害者団体連合）、日
本職業産業分類に関する厚労省医事課との話合い（厚生労働省）

２３日（木） 新会館関連各打合せ（喫茶室ルノアール）、新会館関
係契約（マンションギャラリー池袋館）、正副会長会議（シャン
グリ・ラ東京）、第８回地域ケア推進委員会会議（Ｗｅｂ会議）
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編集後記
　皆さまは２０２１年を振り返ると、どのような一年でしたか？ま
だ新型コロナウイルス変異株の影響があり、なかなか通常の
生活には制限がかかりますね。ただ、２０２０年よりは少しずつ
催しもおこなえるようになり、全国大会ｉｎ東京、創立７０周年記
念式典、第６回理事会、全国師会長会議などはハイブリッド形
式で開催することができて、本号でお伝えできうれしく思いま
す。
　私は、会場で久しぶりにお会いできた方々とお話ができたと
きは、やはり対面でのコミュニケーションのよさと人の温かさ
を感じました。臨床においても、対面だからこそ患者様の些細
なことに気づき、気持ちに寄り添えることができることに、あ
らためてよい仕事と感じました。また、講師をおこなったとき
も、対面授業は学生とのやりとりが楽しく、幸せな気持ちにな
りました。あたりまえであったことが、できなくなったことで気
づいて、ありがたいことであると感じた一年でした。
　２０２２年は、対面のできる穏やかな年になるように心より願っ
ております。                                                   （児山俊浩）

　今更ながらマスクの話。繁華街を歩けば素顔を見せて歩く
人はほとんど見かけません。最近では顔の下着になったのよ
と、絶対に欠かせぬアイテムと化している人たちもいると聞
いています。なんとなくわかる気もしますが、仕事後に外し
た顔周りの解放感はなんとも。
　マスクのずれを気にして無意識に口周りを最小限に動かし
会話をすれば、もともとの活舌の悪さもあって「はぁ？」と
聞き返されたり。声を張って話す意識を持ち、風呂で浴槽に
つかりながら、あいうべ体操で顔の筋肉を動かすことにいそ
しんでいます。
　昨年は関係者皆さまのご尽力により、無事に全国大会ｉｎ
東京が開催されました。講師の先生方の中にはマスク着用で
講演のケースもありましたが、顔が半分しか見えないのはど
うにもサマにならないような。今年は愛知で開催予定です。
感染状況が日々転々とする世の中ですが、さまざまな策を講
じてスッキリ素顔の写真で飾られることを望みます。

（佐合基樹）

安心安全ポスターをご活用ください！
　危機管理委員会では、より感染力が強い変異株への対応としてマイクロ飛沫による感染を重要視し、9月15日に「新型コ
ロナウイルス感染防止ガイドライン」第七版への改訂を行い、 内閣官房『業種別ガイドライン』 にも登録されました。
　日本鍼灸師会では、以前より、患者さんに安心してはり・きゅう・あん摩マッサージ指圧施術機関に来院していただけるよう、
感染防止対策を徹底している施術機関に対して、『新型コロナウイルス感染防止対策実施施術機関 安心安全ポスター』を発行
しています。
　会員の皆様には、今回のガイドライン改訂を機にあらためて感染対策を見直し、本ポスターを感染対策にしっかりと取り
組んでいることを示すための掲示用としてご活用ください。ダウンロードは、日本鍼灸師会 HP トップページ ≫ 委員会記
事 ≫ 危機管理委員会 ≫ 『新型コロナウイルス感染防止対策実施施術機関 安心安全ポスター』をご活用ください！ のペー
ジから可能です。

安心安全ポスター及びチェックリスト（２パターン）
（危機管理委員会・広報普及ＩＴ委員会）
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2022年版セイリンオリジナルカレンダーは、
限定部数に達したため販売を終了いたしました。
⼤変ご好評をいただき誠にありがとうございました。
来年度も、何卒よろしくお願い申し上げます。

完売御礼

2022年版セイリンオリジナルカレンダー

販売終了のお知らせ

ありがとうございました！
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　団体長期障害所得補償保険（ＧＬＴＤ）の今年度募集を「２０２１年１０月に実施予定」としておりましたが、
保険会社の都合により募集は取りやめとなりました。お申込みをご検討されていた会員の皆さまにはお詫び申し上
げます。

　従来より取り扱いの日本鍼灸師会「所得補償保険」「団体総合生活補償保険（ＭＳ＆ＡＤ型）」は募集を継続して
おります。
・団体割引（５％）が適用されます！
・健康保険や労災保険、生命保険などとは関係なく支払われます！
・加入にあたり医師の診査は不要で、簡単な申告のみです！
・疾病補償、所得補償、本人介護は７９歳までご加入可能です！（親介護は８９歳まで）
・障害補償では、日射病や熱中症でも補償されます！
　ご興味のある方は、下記へメールでお問い合わせください。

	 E-mail : soshiki.jama@gmail.com  
	 件　名：「所得補償保険」の件、「団体総合生活保障保険」の件

（組織委員会）

25日本鍼灸新報 No.680



26 日本鍼灸新報 No.68026



森ノ宮医療学園出版部　出版物のご案内

〒537-0022　大阪市東成区中本4-1-8
https://book.morinomiya.ac.jp

ご注文・お問い合わせは出版部まで

TEL 06-6976-6889 FAX 06-6973-3133
koudoku@morinomiya.ac.jp 創刊号 伝統医療と国際標準

第２号 あはきと診療ガイドライン　
第３号 あはきと「医業類似行為」
第４号 あはきと費用対効果　
第５号 ｢モクサアフリカ」とは何か　

第６号 患者さんの権利について　
第７号 あはきQ&A　 
第８号 あはきの近未来　
第９号 伝統医療のことばを探す
第10号 あはき現代史と私

定価：998円（税込・送料別）バックナンバー全巻セット8,800円（税・送料込）

あはきの今を知り、未来を考える

『Tehamo』は、「て」「はり」「もぐさ」
を意味します。あん摩マッサージ指圧
師・はり師・きゅう師の皆さまに向け
て情報を発信していくこと、そして医
療者の皆さまや患者さんたちとつなが
るツールを目指しています。

関節リウマチの治療とQOL/慢性の痛み対策基本法案とは
｢痛み｣へのアプローチ/国際標準キャッチアップ

定価 2,310円（税込・送料別）　定期購読 年3冊 5,979円（税・送料込）

No.111 お灸の再生
No.112 鍼灸院に求める｢スタンダード｣とは
No.113 原因不明の腰痛を治す
No.114 瞑眩、それとも鍼あたり？
No.115 今こそ『補腎』！
No.116 往診・往療・出張施術
No.117 刺絡2－次世代へ向けて－
No.118 社会鍼灸学と鍼灸社会学
No.119 新たな国民病、慢性腎臓病への
　　　　鍼灸治療
No.120 WFASがやってくる
No.121 触診力をつける
No.122 プライマリ・ケアと鍼灸
No.123 産前産後の鍼灸治療【PDF版】
No.124 鍼灸とボランティア・NPO

No.125 依存症への鍼灸治療
No.126 伝統医療振興基本法(仮称)を考える
No.127 パーキンソン病とQOL
No.128 鍼灸研究の最前線

No.130 私の得意穴
No.131 終末期・高齢者をみつめる緩和ケア
No.132 難治性腸疾患へのケア
No.133 女性の健康寿命をアップする
No.134 点灸と道具を使ったお灸
No.135 未来へ向けて、小児鍼治療
No.136 耳鼻咽喉科疾患を治療する【PDF版】
No.137 膝の痛みと手の痛み
No.138 冷えと冷え症－鑑別と治療－
No.139 眼科疾患への治療
　　　　－鍼灸・漢方・マッサージ【PDF版】

No.129 ｢五十肩｣と｢いわゆる五十肩」

定価：133号まで2,136円（税込・送料別）134号～139号2,310円（税込・送料別）PDF版1,833円

鍼灸臨床専門誌

創刊号
2号
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鍼 灸 器 具 全 般 マッサージ指圧器具

衛 生 材 料 全 般 治 療 室 内 設 備

福 祉 健 康 器 具 医 療 機 器 全 般

特注　マクラ　ベッド　はり　もぐさ

.

〒337-0024 埼玉県さいたま市見沼区片柳117-1

ＴＥＬ：０４８ー６０７－８９３９
ＦＡＸ：０４８ー６０７－８００３

数数量量ににかかかかわわりりななくく御御申申ししつつけけ下下ささいい。。

ヨヨ シシ ダダ 商商 事事  

営営 業業 品品 目目

～ 信頼のきずな ～

総 発 売 元 株式会社
本　  社： 〒225-0002　神奈川県横浜市青葉区美しが丘2-17-39
	 TEL_045-901-5471㈹	 FAX_045-902-9262
オンラインショップ  http://e-kenkou.jp/ E-mail  info@kanaken.co.jp

大阪営業所：TEL_06-6935-3016㈹	 FAX_06-6935-3017
新潟営業所：TEL_025-286-0521㈹	 FAX_025-286-8870
福島営業所：TEL_024-961-7211㈹	 FAX_024-961-7221
仙台出張所：TEL_022-287-6273㈹	 FAX_022-287-6218

ディスポ鍼 光
KŌKA

華 AI設計の鍼管は施術時のリリース動作を 
より効率的にいたしました。
※�但し、針長2寸（60㎜）のサイズはAIリリース方式ではなく、�
タブ付の鍼管になります。

鍼管と鍼柄は2つの点で固定
されています。

鍼管 鍼柄

鍼管に固定されている鍼柄をカ
チッと音がするまで横に押し、
鍼管から外します。

サイズ表
長さ

太さ カラー 1寸
30㎜

1寸3分
40㎜

1寸6分
50㎜

2寸
60㎜

0番（0.14㎜） 白 ○ ○

1番（0.16㎜） 緑 ○ ○ ○

2番（0.18㎜） 黄 ○ ○ ○

3番（0.20㎜） 青 ○ ○ ○ ○

4番（0.22㎜） 桃 ○ ○

5番（0.24㎜） 紫 ○ ○ ○

8番（0.30㎜） 白 ○

※但し、2寸は当面タブ付にて販売させていただきます。

鍼の太さ別カラー鍼管を採用。

■ 鍼を鍼管からスムースにリリースできます。
■ 刺入時の切皮痛を極限にまで減少しました。
■ アレルギー予防のコーティング。

ディスポ鍼 光華 
 （1箱 100本入）

KN-160  800円＋税
〔クラスⅡ〕認証番号 220AGBZX00234000
針体材質：ステンレス製
エチレンオキサイドガス滅菌済
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厚生労働大臣指定校

全設置学科　文部科学大臣認定　職業実践専門課程
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鍼灸学科　柔道整復学科　看護学科

大学院（博士課程・修士課程）

hhttttppss::////wwwwww..hhaannaaddaa..aacc..jjpp

東京有明医療大学

東京都江東区有明 　　電話

東京都渋谷区桜丘町 　　電話 03-3461-4787・4740

 日本鍼灸理療専門学校
 日本柔道整復専門学校

本科（鍼灸あん摩マッサージ指圧科）・専科（鍼灸科）

柔道整復科
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創立者　柳谷素霊・ 訓

鍼灸道の真髄 妙技神妙

学校見学随時開催中!!鍼灸あん摩

マッサージ指圧科 鍼灸科

〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-4-4

TEL : 03-3209-5436 FAX : 03-3209-5569

URL : https://www.toyoshinkyu.ac.jp/

E-mail : info@toyoshinkyu.ac.jp

◆JR 新大久保駅 ( 山手線 )　　　　　   徒歩 3 分

◆JR 大久保駅(中央･総武線)南口　　徒歩 4 分

◆西武新宿駅北口　　　　　　　　　　　  徒歩 4 分

◆JR 新宿駅東口　　　　　　　　　　　　　徒歩 12 分

◆東京メトロ副都心線 /

　 都営大江戸線 東新宿駅 A1 出口　　徒歩 10 分

鍼灸科

鍼灸あん摩
マッサージ指圧科

募 集 学 科 定員

昼間部 30 名

夜間部

夜間部

昼間部

30 名

30 名

30 名

2022年4月入学生募集

創立者 柳谷素霊復刻本  
第1～6部   好評発売中！

【お問い合わせ先】

医道の日本社  TEL: 0120-2161-02

【お問い合わせ先】

医道の日本社  TEL： 0120-2161-02
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※モノクロ用データに入れ替える事 !!!!!!!
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